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遭難

1(3%)
転覆

1(3%)衝突（単）

2(5%)

機関損傷

9(24%)

乗揚

9(24%)

衝突

15(41%) 37隻

１ 旅客船が関連した事件の海難原因

 

 旅客船関連事件の裁決36件中、対象船舶

37隻の事件種類の内訳は右図のとおりで

す。 

(1) 衝突事件 

衝突事件の裁決における、対象船舶15隻

の海難原因は右図のとおりです。 

(2) 乗揚事件 

乗揚事件の裁決における、対象船舶9隻の

海難原因は右図のとおりです。 

機関損傷事件が前年の３倍（３件

→９件）に増えているよ。 

機関の点検は定期的・念入りに行

いましょう。 

旅客船の事件種類 

衝突事件の海難原因（旅客船）

乗揚事件の海難原因（旅客船）

機関損傷事件の海難原因（旅客船） 
(3) 機関損傷事件 

 機関損傷事件の裁決における、対象船舶9

隻の海難原因は右図のとおりです。 

航法不遵守８原因の内訳は、 

① 船員の常務    

・相手船の前路に急に進出(1原因) 

・衝突を避けるための 

適切な措置をとらなかった(4原因) 

② 横切り船の航法 

・避航船(2原因) 

・保持船(1原因) 

8

5
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2

2

1

0 2 4 6 8 10

航法不遵守

見張り不十分

服務に関する指揮・監督の不適切

操船不適切

信号不履行

気象・海象に対する配慮不十分 21原因

1

1

1

4

4

0 1 2 3 4 5

船位不確認

気象・海象に対する配慮不十分

船舶運航管理の不適切

針路の選定・保持不良

操船不適切 11原因

7

3

2

1

1

0 2 4 6 8

主機の整備・点検・取扱不良

船体・機関・設備の　　　　　　　

構造・材質・修理不良

船舶運航管理の不適切

補機等の整備・点検・取扱不良

不可抗力 14原因
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～旅客船 S 丸岸壁衝突事件～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～旅客船 S 丸遊漁船 K 丸衝突事件～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主機遠隔操縦装置の点検が不十分なまま発航したことが原因とされた事例

 6月5日、S丸（567トン）は、船長ほか4人が乗

り組み、旅客77人を乗せて同日始発便として離

岸を開始したところ、主機遠隔操縦装置に異常

が発生して再度着岸したが、故障原因について

の点検を十分に行わないまま再度発航し、離岸

作業中クラッチが中立に戻らなくなり、岸壁に

衝突した｡ 

 衝突の結果、船首部に凹損を生じ、旅客5人が

負傷した｡ 

 原 因  

・ 機関長が、主機遠隔操縦装置の作動に異常を認めた際、電源の再投入を行うと正常

に復旧したので、故障原因についての点検を十分に行わなかったこと｡ 

・ 船長が、長年同装置の操作に携わった機関長から復旧の連絡を受けた際、同装置の

点検状況の確認が不十分なまま再度発航したこと｡ 

 8月2日、S丸（3,260トン）は、旅客

31人及び車両12台を載せて航行中、右

舷船首方に衝突のおそれがある態勢で

接近するK丸を認めたが、同船が自船を

避けてくれるものと思い、同船の進路

を避けないまま続航して衝突した｡ 

 衝突の結果、S丸は擦過傷を生じ、K

丸は船首部を圧壊し、K丸の釣客2人が

骨折等の負傷をした｡ 

 

 

 旅客船側の原因  

・ 船長が、右舷前方に前路を左方に横切り衝突のおそれがある態勢で接近するK丸を

視認した際、これまで遊漁船と接近した際は遊漁船が自船を避けてくれることが多

かったことから、右転又は減速するなどしてK丸の進路を避けなかったこと｡ 

横 切 り 船 の 航 法 が 適 用 さ れ た 事 例 




